
熊
本
大
顎
教
育
学
部
紀
要
、
人
文
科

第
五
九
Ｍ
〃
、
ヒ
バ
ー
バ
』
へ
、
二
○
一
○

日
本
に
お
け
る
印
学
の
研
究
、
印
章
や
蒙
刻
そ
し
て
印
人
や
印
譜
の
、
広
い
視
野
に

立
っ
た
体
系
的
な
研
究
は
、
十
分
に
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
ま
だ
未
開
拓
の
学

術
領
域
と
い
え
よ
う
。
本
研
究
は
、
日
本
の
印
章
や
蒙
刻
の
歴
史
的
、
文
化
史
的
な
解
明

を
目
的
と
し
て
お
り
、
将
来
的
に
は
日
本
の
印
学
の
体
系
化
を
目
指
し
た
い
。
こ
れ
は
書

学
・
書
道
史
の
対
象
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
美
学
・
美
術
史
、
歴
史
考
古
学
、
文
化
史

等
そ
の
稗
益
す
る
と
こ
ろ
は
甚
だ
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
、
日
本
や
中
国
に
お
け
る
印
章
・
蒙
刻
や
印
人
に
興
味
を
持
ち
、
史
的
考
察

や
作
品
研
究
を
テ
ー
マ
に
据
え
論
考
を
発
表
し
て
き
た
。
日
本
の
印
人
の
研
究
、
主
と
し

て
高
芙
蓉
（
一
七
一
三
’
一
七
八
四
）
研
究
、
並
び
に
彼
を
祖
と
す
る
芙
蓉
派
の
一
系
譜

と
考
え
ら
れ
る
、
源
惟
良
、
小
俣
獲
庵
、
福
井
端
隠
、
山
田
寒
山
、
山
田
正
平
等
の
事
跡

と
作
品
分
析
、
そ
し
て
印
学
を
研
究
し
て
き
た
。
ま
た
、
わ
が
国
の
印
人
伝
に
お
け
る
唯

一
の
専
著
と
言
え
る
中
井
敬
所
の
『
日
本
印
人
伝
」
Ｔ
－
を
ざ
ま
ざ
ま
な
文
献
・
資
料
よ

り
拾
遺
し
補
訂
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
い
る
。
蒙
刻
の
専
家
は
も
ち
ろ
ん
、
蒙
刻
に
関

わ
る
傍
系
の
文
人
・
芸
術
家
の
研
究
も
併
せ
て
進
め
て
い
る
。
本
稿
は
そ
の
一
翼
を
担
う

も
の
で
あ
る
。

さ
て
明
治
の
蒙
刻
家
、
山
田
寒
山
（
安
政
三
～
大
正
七
、
一
八
五
六
～
’
九
一
八
）
の

業
績
は
多
岐
に
亘
る
が
、
な
か
で
も
「
印
章
備
正
」
の
刊
行
は
甚
だ
興
味
深
い
。
（
以
後

『
寒
山
本
印
章
備
正
』
と
称
す
。
）
山
田
家
に
蔵
き
れ
る
『
印
章
備
正
』
二
峡
六
冊
）
は
、

寒
山
等
に
よ
る
公
刊
本
の
元
と
な
っ
た
写
本
で
あ
る
。
こ
こ
に
新
資
料
と
し
て
提
示
す
る
。

ま
た
、
早
稲
田
大
学
の
会
津
文
庫
に
、
会
津
八
一
旧
蔵
の
印
譜
・
印
籍
が
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
中
に
『
印
章
備
正
」
を
含
み
、
八
一
の
書
き
入
れ
が
見
ら
れ
る
。
彼
は
印
学
に
詳
し

序 日
本
印
人
研
究

人
文
科
輪

－
山

田
寒

山
の

印
学

と
　

『
印

章
備

正
』

－

神
野

 
雄

二
ｌ
山
田
寒
山
の
印
学
と
『
印
章
備
正
」
を
中
心
に
ｌ
」
を
基
に
、
そ
の
後
の
新
知
見
を
追

補
し
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。

く
、
こ
の
書
き
入
れ
を
考
察
し
そ
の
印
学
を
探
り
た
い
（
２
）
。

本
論
で
は
、
山
田
寒
山
の
印
学
面
で
の
業
績
を
論
述
す
る
と
と
も
に
、
「
寒
山
本
印
章

備
正
』
の
成
立
と
内
容
を
見
、
『
印
章
備
正
」
に
纏
わ
る
事
柄
を
精
査
し
、
日
本
印
学
史

の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
。

山
田
寒
山
の
伝
記
は
詳
細
な
も
の
は
編
ま
れ
て
い
な
い
。
筆
者
は
『
国
語
国
文
研
究
と

教
育
」
第
四
三
号
で
、
寒
山
関
連
の
新
聞
記
事
の
見
出
し
一
覧
の
作
成
を
し
、
併
せ
て
彼

の
略
伝
を
記
述
し
た
－
３
｝
・

水
田
紀
久
『
続
補
日
本
印
人
伝
』
（
中
田
勇
次
郎
編
『
日
本
の
蒙
刻
」
二
玄
社
、
一
九

六
六
年
）
で
は
、

名
は
潤
子
。
愛
知
の
人
。
長
崎
に
小
曾
根
乾
堂
を
訪
ね
、
伊
勢
の
福
井
端
隠
に
師

事
。
大
阪
天
満
寒
山
寺
に
滞
留
、
号
を
名
乗
る
。
上
京
。
中
国
蘇
州
寒
山
寺
住
職
と

な
り
、
夜
半
の
鐘
の
新
鋳
に
努
む
。
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
十
二
月
二
十
六
日
没

す
。
六
十
三
。
羅
漢
印
譜
あ
り
。

と
簡
潔
に
述
べ
る
。
蒙
刻
に
関
わ
る
業
績
を
旧
稿
に
追
加
、
補
正
し
て
お
き
た
い
。

尚
、
本
稿
は
第
十
六
回
書
学
書
道
史
学
会
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
「
日
本
印
人
研
究

１
、
日
本
の
蒙
刻
史
に
お
け
る
一
大
勢
力
高
芙
蓉
派
を
継
承
し
発
展
さ
せ
た
。
芙
蓉
派

は
、
卑
俗
な
今
体
の
弊
風
を
脱
し
復
古
体
を
築
い
た
。
そ
の
作
風
は
門
流
に
よ
り

全
国
に
波
及
し
た
。
寒
山
も
そ
の
一
人
で
、
古
体
の
正
制
を
学
び
、
印
刀
を
筆
の

如
く
使
用
し
、
刻
線
が
書
線
に
極
め
て
近
い
。
た
だ
彼
は
芙
蓉
派
の
印
風
を
墨
守

す
る
だ
け
で
な
く
、
芙
蓉
派
の
印
人
の
中
で
個
性
を
発
揮
し
、
多
様
で
瓢
逸
な
印

風
を
樹
立
し
た
。

２
、
蒙
刻
の
字
形
は
方
形
で
簡
素
さ
を
主
と
し
て
い
る
。
線
は
芙
蓉
派
の
特
色
で
あ
る
、

点
画
の
中
央
部
分
に
膨
ら
み
を
持
た
せ
た
揺
ら
ぎ
、
抑
揚
が
あ
る
。
ま
た
、
終
筆

は
燕
尾
を
多
用
し
余
韻
あ
る
印
を
刻
し
た
。

３
、
蒙
刻
の
鋳
造
印
、
陶
印
に
新
境
地
を
拓
い
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
素
材
を
自
在
に
用
い

一
一
山
田
寒
山
の
業
績
再
考

(286）
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『
印
章
備
正
」
は
富
益
斎
の
箸
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
古
印
や
蒙
刻
に
関
し
て
概
説
し

た
書
物
で
あ
る
。
全
七
巻
か
ら
成
っ
て
お
り
、
そ
の
目
録
に
よ
る
と
、
巻
一
は
古
体
印
説
、

巻
一
一
と
巻
三
は
字
法
、
巻
四
は
文
法
、
巻
五
と
巻
六
は
制
度
、
巻
七
は
今
体
印
令
の
内
容

で
あ
る
。
末
に
「
古
体
論
」
「
今
体
論
」
を
付
す
。
た
だ
し
、
山
田
寒
山
公
刊
本
に
は
見

え
な
い
。

多
く
は
、
写
本
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
過
眼
し
た
も
の
に
、
山
田
家
所
蔵
本
二
峡
六

冊
）
（
図
１
）
、
中
野
三
敏
氏
収
蔵
本
（
二
冊
）
（
図
２
）
が
あ
る
。
前
著
は
、
公
刊
さ
れ

た
。
後
著
は
、
小
俣
獲
庵
、
福
井
端
隠
の
識
語
が
あ
り
、
奇
し
く
も
芙
蓉
派
の
印
学
の
系

譜
が
知
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
Ｚ
。

『
印
章
備
正
」
は
高
芙
蓉
一
派
の
復
古
主
義
を
説
い
た
も
の
で
、
今
体
の
弊
風
を
改
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
寒
山
が
写
本
で
伝
え
ら
れ
て
い
た
一
本
を
入
手
し
て
秘
籍

し
て
い
た
が
そ
れ
に
忍
び
ず
、
大
正
二
年
（
’
九
一
一
二
）
の
一
月
五
日
に
民
友
社
よ
り
校

概
説
し
て
お
き
た
い
。

わ
が
国
に
お
い
て
刊
行
さ
れ
た
印
学
の
専
著
は
多
く
な
い
。
『
印
章
備
正
』
は
、
日
本

の
印
学
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
す
る
時
貴
重
な
文
献
と
い
え
る
。
ま
ず
は
同
著
に
つ
い
て

１１１０９８７６
、、、、、、

５
、

４
、

一
一
一
『
印
章
備
正
』
に
つ
い
て

丁
未
印
社
を
設
立
し
、
斯
界
の
発
展
に
寄
与
し
た
。

明
治
印
学
会
の
創
立
会
員
に
な
り
蒙
刻
、
印
学
の
啓
蒙
に
あ
た
っ
た
。

山
田
正
平
、
乙
川
大
愚
、
北
條
卍
山
等
後
進
の
育
成
を
し
た
。

た
。

蒙
刻
に
、
ロ
ー
マ
字
、
仮
名
、
梵
字
ま
た
図
象
等
幅
広
く
多
様
な
文
字
を
使
用
し

た
。

京
都
に
お
い
て
高
芙
蓉
の
墓
を
探
索
し
芙
蓉
墓
を
発
見
す
る
と
と
も
に
、
「
高
芙

蓉
百
三
十
年
祭
」
を
挙
行
す
る
な
ど
そ
の
顕
彰
に
貢
献
し
た
。

大
和
古
印
風
の
趣
の
あ
る
簡
素
で
日
本
的
な
刻
風
の
印
を
制
作
し
た
。

『
印
章
備
正
」
を
校
訂
刊
行
し
、
印
学
の
啓
蒙
・
発
展
に
寄
与
し
た
。

『
日
本
新
聞
』
紙
上
で
募
集
さ
れ
た
印
に
五
世
濱
村
蔵
六
と
と
も
に
評
語
を
寄
せ
た
。

１
『
印
章
備
正
』
概
要

一一

訂
刊
行
し
た
。
底
本
は
伝
写
精
な
ら
ず
、
ざ
ら
に
脱
誤
が
多
く
、
寒
山
の
凡
例
に
よ
る
と
、

原
文
を
尊
重
し
て
は
い
る
が
、
文
意
の
解
し
に
く
い
箇
所
は
悉
く
こ
れ
を
改
窺
補
訂
し
た

と
い
う
。
な
お
、
橘
入
の
印
章
図
版
は
顧
氏
集
古
印
譜
よ
り
写
真
凸
版
と
し
、
更
に
欄
外

の
補
注
は
、
丁
未
印
社
同
人
の
加
筆
に
係
る
も
の
と
い
う
。

別
章
で
触
れ
る
が
、
本
書
は
富
益
斎
の
箸
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
殆
ど
、
高

芙
蓉
門
下
の
杜
徴
が
著
し
た
『
徴
古
印
要
』
と
類
似
し
て
お
り
、
恐
ら
く
益
斎
の
手
写
本

が
其
の
儘
彼
の
著
書
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

き
て
寒
山
は
民
友
社
か
ら
刊
行
し
た
「
寒
山
本
印
章
備
正
」
に
お
い
て
そ
の
主
旨
を
次

の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

ま
た
凡
例
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
記
す
。

著
書
ハ
京
都
二
住
シ
蒙
刻
ヲ
以
テ
業
ト
セ
シ
コ
ト
ア
リ
文
化
平
安
人
物
志
其
名
ヲ
載

ス原
本
伝
写
精
ナ
ラ
ズ
且
脱
誤
頗
多
シ
可
成
原
文
ヲ
存
ス
ル
ニ
勉
メ
タ
リ
ト
雛
ソ
ノ
解

シ
難
キ
所
ハ
悉
ク
之
ヲ
改
窺
補
訂
セ
リ

挿
入
ノ
印
章
ハ
特
二
顧
氏
集
古
印
譜
ヨ
リ
写
真
凸
板
二
付
セ
シ
モ
ノ
ナ
リ

欄
外
ノ
補
注
ハ
丁
未
印
社
同
人
ノ
加
筆
二
係
ル

本
書
ノ
補
正
校
勘
二
就
キ
テ
ハ
丁
未
印
社
同
人
ノ
示
教
ニ
負
う
所
多
シ
舷
二
記
シ
テ

感
謝
ノ
意
ヲ
表
ス

寒
山
記

近
時
文
芸
の
昌
運
に
際
し
、
蒙
刻
に
志
す
も
の
亦
日
に
多
き
を
加
へ
た
り
と
難
、

そ
が
簡
便
切
要
な
る
指
針
の
書
乏
し
き
を
以
て
、
学
者
往
々
途
径
に
迷
ひ
、
怪
誰
に

趨
る
、
子
毎
に
こ
れ
を
以
て
斯
道
の
恨
事
と
為
す
、
本
書
は
益
斎
富
先
生
の
箸
に
し

て
、
蒙
刻
家
の
座
右
に
無
か
る
可
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
、
も
と
入
門
の
士
に
非
ざ
れ

ば
敢
て
伝
授
謄
写
を
許
言
辮
り
し
が
、
現
今
の
状
勢
に
鑑
み
、
永
く
秘
籍
と
為
す
に

忍
び
ず
、
蕊
に
同
志
の
賛
助
を
得
て
校
正
刷
印
し
、
世
に
公
に
す
る
こ
と
鷺
せ
り
、

学
者
も
し
此
書
に
拠
り
て
法
式
を
尋
求
せ
ぱ
、
庶
幾
く
は
印
章
の
一
路
ま
た
邪
曲
に

陥
ら
ざ
る
く
し

大
正
元
年
十
一
月

寒
山
山
田
潤
し
る
す
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富
益
斎
な
る
者
、
余
未
だ
事
蹟
に
詳
ら
か
な
ら
ず
。
或
ひ
は
云
ふ
。
印
を
干
華
亭

道
人
に
学
ぶ
。
道
人
名
は
徴
、
平
安
の
沙
門
な
り
。
徴
古
印
要
七
巻
を
撰
び
て
、
世

に
竿
に
伝
抄
す
る
有
り
。
益
斎
の
此
の
書
、
諸
を
印
要
に
較
ぶ
る
に
、
体
例
全
て
同

じ
。
文
は
簡
に
し
て
異
を
為
す
の
み
。
書
中
に
時
に
僻
説
な
き
に
非
ず
と
錐
も
、
要

し
是
れ
一
篇
の
印
論
を
復
古
す
る
あ
れ
ば
、
其
の
意
は
流
弊
を
矯
ざ
ん
と
欲
す
る
に

在
る
な
り
。
二
書
余
別
に
考
有
り
。
寒
山
翁
夙
に
此
の
書
を
蔵
し
、
以
て
印
家
の
翰

略
と
爲
す
。
今
私
秘
せ
ず
。
排
印
し
て
世
に
布
く
。
其
の
詔
を
後
学
に
恵
ま
る
。
必

ず
し
も
著
者
の
下
に
在
ら
ず
し
て
云
ふ
。
壬
子
秋
抄
。
筌
盧
居
士
序
。

と
記
し
、
『
印
章
備
正
」
の
著
者
に
つ
い
て
疑
問
を
呈
し
『
徴
古
印
要
』
と
の
類
似
を
指

摘
す
る
。
た
だ
、
そ
の
刊
行
は
称
賛
し
て
い
る
。

『
寒
山
本
印
章
備
正
」
に
つ
い
て
当
時
の
新
聞
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

き
有
ら
ば
、
凡
夫
は
相
踵
堀
起
す
る
な
り
。
則
ち
実
に
芸
苑
の
幸
な
り
。
宛

て
之
を
族
て
り
。
尊
者
良
久
に
し
て
曰
く
。
善
き
な
り
。
之
が
爲
に
序
す
。

大
正
壬
子
十
月

蘇
峰
学
人

と
述
ぺ
、
同
著
の
刊
行
を
祝
福
す
る
。

ま
た
河
井
筌
盧
は
、

『
寒
山
本
印
章
備
正
』
は
、
首
に
初
世
中
村
藺
台
の
題
字
、
杉
聴
雨
の
題
字
、
永
坂
石

城
の
題
詩
、
徳
富
蘇
峰
と
、
河
井
筌
盧
の
序
を
掲
載
し
て
い
る
の
で
訳
出
す
る
。

徳
冨
蘇
峰
の
大
正
壬
子
（
’
九
一
三
十
月
の
序
に
、

蒙
刻
の
一
道
、
小
技
と
難
も
、
之
を
精
に
す
れ
ば
、
道
に
進
む
ぺ
き
豈
に
軽
ん
ず

ぺ
か
ら
ざ
る
や
。
寒
山
尊
者
、
丁
未
印
社
諸
彦
と
と
も
に
相
ひ
謀
り
て
、
北
越
の
富

益
斎
氏
著
は
す
所
の
印
章
備
正
を
校
訂
す
。
来
り
て
属
せ
ら
る
る
に
一
言
を
以
て
す
。

余
曰
く
、
此
の
事
善
き
か
な
。
大
ひ
に
余
が
意
を
得
た
り
。
今
時
印
章
を
以
て
成
業

と
す
る
者
、
都
鄙
少
な
か
ら
ず
。
而
れ
ど
も
多
く
は
文
字
を
読
ま
ず
。
故
に
蒙
法
を

会
せ
ず
。
師
承
に
依
ら
ず
。
故
に
刀
法
を
知
ら
ず
。
這
の
輩
の
所
作
を
観
る
に
、
醜

晒
厭
ふ
く
し
。
信
を
古
に
示
す
に
足
ら
ざ
る
な
り
。
益
斎
氏
之
書
、
所
謂
見
を
憐
ん

で
醜
を
忘
る
。
丁
寧
心
切
、
能
く
其
の
要
を
議
す
。
古
来
印
人
之
間
に
秘
襲
せ
ら
る

れ
ぱ
、
世
人
或
は
焉
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
今
一
に
世
に
出
で
て
、
印
人
を
益
す
る
有

る
こ
と
大
な
り
。
余
既
に
之
を
賛
し
、
且
つ
告
げ
て
曰
く
、
燗
し
名
匠
雪
漁
の
ご
と

き
有
ら
ば
、
凡
夫
は
相
踵
堀
起
す
る
な
り
。
則
ち
実
に
芸
苑
の
幸
な
り
。
窃
に
祝
し

ま
た
明
治
四
一
年
三
月
に
「
明
治
印
学
会
規
約
」
が
制
定
さ
れ
た
。
規
約
は
一
枚
の
文

書
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
正
会
員
に
は
丁
未
印
社
の
五
氏
が
皆
含
ま
れ

て
い
る
。
規
約
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
「
印
章
備
正
』
の
刊
行
は
、
こ
の
規
約
と
無
関
係

で
は
な
い
だ
ろ
う
。

一
本
会
ハ
印
学
の
発
達
ヲ
図
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
シ
左
ノ
條
項
ヲ
行
う

「
印
章
備
正
』
の
刊
行
は
、
丁
未
印
社
同
人
、
明
治
印
学
会
協
会
会
員
の
力
に
よ
る
所

が
大
き
い
。
丁
未
印
社
は
一
世
岡
本
椿
所
を
中
心
に
蒙
刻
の
発
展
に
寄
与
す
る
目
的
に
て

設
立
き
れ
た
。
続
い
て
明
治
印
学
会
協
会
が
、
後
に
大
正
印
会
が
設
立
さ
れ
、
そ
の
事
務

所
は
椿
所
の
元
に
置
か
れ
た
。
こ
れ
ら
は
会
派
を
超
え
て
印
壇
に
大
き
い
足
跡
を
残
し
た
。

当
時
の
新
聞
に
丁
未
印
社
に
関
す
る
記
事
が
掲
載
き
れ
て
い
る
。

②
薑
臘
よ
り
都
下
の
蒙
刻
家
濱
村
蔵
六
、
岡
本
椿
虚
、
河
井
筌
盧
、
中
村
蘭
臺
、

山
田
寒
山
の
五
氏
合
同
し
て
結
社
し
近
時
蒙
刻
の
隆
盛
を
機
と
し
一
層
之
か
発
展

を
謀
り
並
に
潤
規
を
設
け
弘
く
鉄
筆
の
需
に
應
ず
る
由

（
「
日
本
」
明
治
四
一
年
一
月
八
日
）

①
薑
臘
都
下
の
蒙
刻
家
濱
村
蔵
六
岡
本
椿
虚
河
井
筌
盧
中
村
蘭
臺
山
田
寒
山
の
合

同
結
社
に
し
て
近
時
蒙
刻
の
隆
盛
を
機
と
し
一
層
之
が
発
展
を
謀
り
並
に
潤
規
を

設
け
弘
く
蒙
刻
の
需
に
應
ず
と
云
ふ

②
木
舌
「
北
越
名
流
遣
芳
富
益
斎
」
九
四
中
村
蘭
臺
「
印
章
備
正
」
の
題
字

（
「
北
越
日
報
」
大
正
二
年
五
月
三
十
日
）

①

平
安
の
人
富
益
斎
の
遺
著
に
し
て
鉄
筆
家
の
秘
珍
た
る
を
山
田
寒
山
氏
が
校
訂

し
て
世
に
出
だ
し
た
る
も
の
、
上
下
二
巻
、
古
印
に
関
す
る
諸
説
字
法
、
文
法
、

制
度
、
今
禮
印
制
等
に
亙
り
て
能
く
正
邪
を
辨
じ
平
易
に
解
説
し
て
素
人
に
も
此

技
の
正
法
を
窺
は
し
む
る
に
足
る
の
好
著
な
り
丁
未
印
社
諸
子
の
評
釈
亦
懇
切

（
金
二
圓
、
民
友
社
）

（
「
東
京
朝
日
新
聞
」
大
正
二
年
一
月
二
八
日
）

（
「
中
央
新
聞
」
明
治
四
一
年
一
月
八
日
）

一一’
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『
印
章
備
正
』
の
著
者
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
に
、
「
寒
山
本
印
章
備
正
』
に
は
富
益
斎

と
記
す
が
、
そ
の
内
容
は
杜
徴
の
『
徴
古
印
要
』
に
類
似
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
箸

濱
邨
藏
六
岡
本
椿
虚
河
井
筌
臘
中
邨
蘭
臺
山
田
寒
山

（
後
略
）

こ
の
よ
う
に
、
『
印
章
備
正
』
の
刊
行
の
価
値
は
多
く
の
諸
賢
が
認
め
て
い
る
。
た
だ
、

著
者
に
関
し
て
は
、
当
時
か
ら
富
益
斎
の
箸
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
内
容
は
粗
ぽ

高
芙
蓉
門
下
の
杜
徴
が
著
し
た
『
徴
古
印
要
」
に
類
似
し
て
い
る
と
の
理
解
が
あ
っ
た
。

単
に
写
本
に
富
益
斎
と
あ
る
こ
と
に
拠
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。

内
容
を
見
比
べ
る
に
、
山
田
家
所
蔵
本
二
峡
六
冊
）
と
「
寒
山
本
印
章
備
正
』
は
、

い
く
ら
か
文
言
の
修
正
が
あ
る
が
、
同
様
で
あ
る
。
杜
徴
が
著
し
た
『
徴
古
印
要
』
と
は
、

内
容
は
類
似
す
る
。

こ
こ
に
諸
本
の
内
容
が
相
違
す
る
例
を
掲
げ
て
お
く
。

明
製
二
関
防
卜
云
フ
コ
ト
ァ
リ
（
山
田
家
蔵
『
写
本
」
｜
峡
六
冊
、
「
附
録
」
’
’
六
丁
裏
）

明
制
に
條
記
関
防
と
云
こ
と
有
（
『
雑
芸
叢
書
」
徴
古
印
要
）

明
制
一
一
條
印
、
條
記
、
関
防
ト
云
フ
コ
ト
ア
リ
（
『
寒
山
本
印
章
備
正
』
）

明
製
二
条
印
、
条
記
関
防
ト
云
フ
コ
ト
ア
リ
（
筌
盧
に
よ
る
補
正
校
勘
）

２
『
印
章
備
正
』
の
著
者
に
つ
い
て

隔
月
集
会
を
開
キ
斯
道
ノ
研
究
ヲ
為
ス
コ
ト

印
譜
ヲ
製
シ
頒
布
ス
ル
コ
ト

名
家
ノ
墨
蹟
又
ハ
蒙
学
一
一
関
ス
ル
書
籍
ヲ
上
梓
頒
布
ス
ル
コ
ト

蒙
刻
教
授
、
蒙
刻
評
正
、
印
章
鑑
定
、
及
六
書
ノ
質
議
等
印
学

ヲ
計
ル
コ
ト

会
員
ハ
左
ノ
三
種
ト
ス

正
会
員

準
会
員

賛
成
会
員

正
会
員
は
東
京
一
一
住
ス
ル
蒙
刻
専
門
家
タ
ル
コ
ト

現
在
正
会
員
は
左
ノ
如
シ

濱
邨
職
六
岡
本
椿
虚
河
井
筌
臘
中
邨
蘭
臺
山

及
六
書
ノ
質
議
等
印
学
二
関
ス
ル
便
宜

富
益
斎
、
名
は
鴻
、
あ
ざ
名
は
公
範
、
益
斎
は
そ
の
号
な
り
。
蒙
刻
を
善
く
す
。

京
都
四
条
高
倉
西
に
住
す
。
印
章
備
正
・
印
章
概
説
の
著
あ
れ
ど
も
、
い
ま
だ
世
に

公
け
に
せ
ず
。
伝
写
し
て
季
に
蔵
す
る
者
あ
り
。

本
姓
富
取
。
越
後
西
蒲
原
郡
地
蔵
堂
の
人
。
医
を
業
と
す
。
文
政
五
年
二
月
十
日

没
す
。
同
所
常
昌
寺
に
葬
る
。
印
章
備
正
は
大
正
二
年
、
山
田
寒
山
が
刊
行
。
（
参

考
三
村
清
三
郎
・
五
通
先
生
杜
徴
伝
書
苑
一
の
十
）
。

と
述
べ
る
。
ま
た
冨
益
斎
に
つ
い
て
、
「
人
物
編
」
（
『
分
水
町
史
資
料
編
Ⅳ
民
族
・
人
物
』
、

分
水
町
編
、
一
一
○
○
三
年
）
に
、
彼
の
人
物
と
略
系
譜
の
紹
介
が
あ
る
。

四

者
と
さ
れ
る
富
益
斎
で
あ
る
が
、
水
田
紀
久
編
『
続
補
日
本
印
人
伝
』
（
『
日
本
の
蒙
刻
」

前
掲
）
に
、

富
取
益
斎
と
み
と
り
え
き
さ
い
生
年
月
日
不
詳
文
政
五
年
（
一
八
一
三
）

二
月
十
日
没

名
を
鴻
と
言
い
、
大
庄
屋
富
取
家
の
六
世
武
左
衛
門
正
房
の
一
一
一
男
で
、
少
時
に
志

を
立
て
て
京
都
に
遊
学
し
て
漢
方
医
と
な
り
、
そ
の
地
で
開
業
し
た
。
か
た
わ
ら
蒙

刻
を
中
江
杜
徴
（
京
都
住
、
後
に
出
雲
崎
の
橘
以
南
を
頼
っ
て
来
遊
、
文
化
十
三
年

二
八
一
六
）
五
月
同
地
に
没
す
）
に
学
ん
で
名
を
な
し
、
「
文
化
平
安
人
物
誌
」
の

蒙
刻
部
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
『
印
章
備
正
』
（
大
正
二
年
山
田
寒
山
出
版
）
を
著
わ

し
た
。

書
翰
の
多
数
が
現
れ
て
、
そ
の
事
蹟
の
概
要
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
正
五

年
五
月
に
山
田
寒
山
が
北
遊
し
て
地
蔵
堂
の
中
村
公
久
家
に
逗
留
し
、
「
印
章
備
正
』

の
著
者
、
富
取
益
斎
が
当
地
の
富
取
家
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
、
こ
れ
を
機
に

日
蓮
宗
常
昌
寺
の
益
斎
墓
前
に
法
要
を
営
ん
だ
。
こ
の
時
の
寒
山
師
の
二
詩
書
が
中

村
家
に
伝
え
ら
れ
る
。

な
お
、

る
。 近
年
、
円
上
寺
潟
排
水
燧
道
真
景
画
と
記
文
（
村
上
市
立
資
料
館
蔵
）
、
詩
書
、

そ
の
一
に
曰
く
、

印
章
備
正
は
君
の
成
す
有
り
斯
道
之
よ
り
天
下
に
行
わ
る

一
住
の
心
香
も
て
墓
石
を
拝
す
南
無
妙
法
蓮
華
経

益
斎
は
江
戸
の
僑
居
で
没
し
た
と
思
わ
れ
る
が
確
か
な
こ
と
は
不
明
で
あ
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次
に
、
「
徴
古
印
要
』
の
著
者
と
目
さ
れ
る
杜
徴
に
関
し
て
見
て
み
た
い
。
『
書
道
全
集

別
巻
Ⅱ
印
譜
日
本
』
（
平
凡
社
、
’
九
六
八
年
）
の
水
田
紀
久
氏
の
解
説
を
引
く
。

ま
た
日
蓮
宗
日
栄
山
常
昌
寺
に
関
し
て
、
「
由
緒
沿
革
」
を
常
昌
寺
三
七
世
住
職
小
川

原
潮
俊
氏
よ
り
提
供
さ
れ
た
の
で
紹
介
し
た
い
。
こ
れ
は
、
『
新
潟
県
寺
院
名
鑑
』
（
新
潟

県
寺
院
名
鑑
刊
行
会
、
’
九
八
三
年
）
に
よ
る
。

由
緒
沿
革

開
基
常
昌
院
妙
福
日
来
禅
門
は
当
地
の
大
庄
屋
た
る
富
取
武
左
エ
門
の
室
で
、
武

左
エ
門
の
死
に
伴
い
出
家
し
尼
僧
と
な
っ
て
常
昌
庵
を
結
ぶ
が
、
尼
僧
の
た
め
寺
号

公
称
な
ら
ず
。
村
田
蓮
念
寺
よ
り
十
世
の
本
樹
院
日
悟
を
迎
え
、
寛
文
元
年
二
六

六
二
に
常
昌
寺
と
し
て
創
立
さ
れ
た
。

天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
に
火
災
に
あ
い
堂
宇
を
失
っ
た
が
万
延
元
年
（
’
八
六

○
）
に
本
堂
を
再
建
し
、
明
治
元
年
二
八
六
八
）
に
鐘
楼
を
建
立
、
庫
裡
は
大
正

十
一
年
（
一
九
一
三
）
に
再
建
さ
れ
た
。
な
お
大
本
山
京
都
妙
顕
寺
四
十
七
世
日
栖

上
人
は
当
山
に
隠
居
し
、
近
郷
の
布
教
伝
道
に
従
事
、
ま
た
当
山
三
十
六
世
明
浄
院

日
秀
は
大
本
山
清
澄
寺
第
五
世
別
当
に
就
く
。
通
師
法
縁
。

杜
徴
（
寛
延
－
１
文
化
一
三
一
七
四
八
’
一
八
一
六
）
は
、

字
は
徴
公
ま
た
師
叔
。
松
案
・
華
亭
道
人
・
看
雲
子
・
五
適
散
人
・
真
賞
斎
な
ど

と
号
し
た
。
中
江
氏
。
京
都
ま
た
は
近
江
の
人
と
い
う
。
は
じ
め
黄
檗
に
入
山
し
華

語
、
刀
法
を
習
い
、
長
崎
に
留
学
。
帰
京
後
母
を
伴
い
東
下
、
画
を
董
九
如
に
学
ん

だ
。
在
府
十
年
、
火
を
失
し
越
後
出
雲
崎
の
山
本
以
南
（
良
寛
の
父
）
に
寄
寓
。
母

の
死
後
一
旦
帰
京
、
再
び
出
雲
崎
に
遊
び
そ
の
地
で
没
し
た
。
五
適
の
号
は
詩
書
画

弾
琴
お
よ
び
蒙
刻
の
五
芸
に
因
む
。
復
古
の
気
運
に
目
覚
め
、
天
明
二
年
三
十
五
歳

儒
者
で
幸
右
衛
門
大
武
。
長
女
タ
ズ
は
出
雲
崎
の
敦
賀
屋
長
丘
盆

リ
サ
は
地
蔵
堂
の
中
村
要
蔵
の
室
で
、
そ
れ
ぞ
れ
名
を
な
し
た
。

父
の
大
庄
屋
富
取
家
六
世
武
左
衛
門
正
房
に
五
男
二
女
が
あ
り
、
長
男
は
六
世
長

太
夫
正
則
。
次
男
は
出
雲
崎
の
敦
賀
屋
の
養
嗣
子
と
な
っ
た
長
兵
衛
政
広
。
三
男
が

京
都
に
遊
学
し
て
医
者
と
な
っ
た
益
斎
鴻
。
四
男
が
薫
臥
で
良
寛
の
親
友
。
五
男
は

儒
者
で
幸
右
衛
門
大
武
。
長
女
タ
ズ
は
出
雲
崎
の
敦
賀
屋
長
兵
衛
方
で
客
死
。
次
女

三
七
年
）
の
「
序
」

ま
た
人
見
迫
は
、
『
五
適
先
生
杜
徴
伝
』
（
佐
藤
吉
太
郎
編
、
出
雲
崎
町
教
育
会
、
一
九

七
年
）
の
「
序
」
に
次
の
よ
う
に
記
す
。

几
そ
、
古
人
の
伝
記
を
も
の
す
る
に
、
既
に
天
下
知
名
の
士
を
、
更
に
委
ぶ
さ
に

調
べ
て
完
好
な
全
伝
に
す
る
と
い
ふ
事
も
大
に
意
義
を
有
つ
が
、
又
、
未
だ
一
般
な

ら
ず
甚
だ
模
糊
た
る
其
伝
を
、
明
瞭
に
す
る
事
は
是
亦
大
な
る
意
義
の
存
す
る
仕
事

で
あ
る
而
し
て
こ
の
編
者
の
意
を
達
す
る
為
に
梯
は
れ
る
苦
心
は
一
通
り
で
な
い
。

杜
氏
徴
古
伝
、
盛
世
翰
藪
、
徴
古
印
要
、
な
ど
の
著
者
、
中
江
松
章
は
、
詩
書
画

琴
印
の
五
道
に
遊
ん
で
、
自
ら
五
適
と
号
し
た
風
雅
の
一
名
士
で
あ
る
が
、
一
部
篤

学
の
外
、
｜
般
に
は
知
ら
れ
て
居
な
い
。
五
道
に
於
て
の
道
人
の
技
巧
論
は
こ
蘭
に

は
言
は
ず
、
静
か
に
心
を
道
の
研
鑛
に
傾
け
つ
掴
、
一
人
の
母
に
孝
養
を
致
し
な
が

ら
、
塵
外
高
士
の
態
度
を
持
し
た
こ
と
は
実
に
欽
慕
に
堪
へ
な
い
。
其
印
学
に
見
て

も
、
画
伝
に
見
て
も
、
道
人
は
よ
く
古
を
温
れ
て
境
涯
を
学
ん
だ
。
雅
人
の
常
と
し

て
道
人
は
富
裕
で
な
か
っ
た
為
に
、
粗
末
な
揮
毫
も
し
て
は
居
る
が
、
佳
作
の
書
画

に
至
っ
て
は
真
に
頭
の
下
る
も
の
が
あ
る
。
又
、
安
永
三
年
の
冬
、
方
西
園
の
徒
が

我
が
房
川
へ
漂
着
し
た
時
、
道
人
の
筆
語
通
話
は
見
る
者
を
し
て
歎
服
せ
し
め
た
と

い
ふ
が
如
き
、
亦
道
人
が
漢
学
の
力
量
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
方
西
園
の
原

画
を
模
し
た
谷
文
晁
の
漂
客
奇
賞
に
は
浜
田
杏
堂
が
祓
を
書
い
て
居
る
、
道
人
が
徴

古
画
伝
中
に
載
す
る
杏
堂
の
雨
晴
山
水
に
題
す
る
詩
が
あ
る
よ
り
推
せ
ば
、
漂
客
奇

賞
に
は
、
道
人
の
一
語
無
か
る
ぺ
か
ら
ず
と
思
ふ
の
で
あ
る
が
、
道
人
の
性
格
の
文

晁
と
合
は
い
為
か
、
早
く
江
戸
を
去
っ
た
為
か
、
そ
れ
と
も
西
園
の
画
を
眼
中
に
置

か
な
か
っ
た
為
か
、
何
も
関
係
を
結
ん
で
居
な
い
。
兎
に
角
、
道
人
は
真
隠
で
あ
る
。

其
の
隠
士
も
今
日
よ
り
す
れ
ば
是
非
其
人
を
得
て
伝
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
幸
に
、
こ
、

に
吾
が
耐
雪
翁
佐
藤
吉
太
郎
氏
が
あ
る
翁
ま
た
至
誠
の
人
、
敬
神
崇
仏
、
生
平
俳
譜

に
遊
び
、
傍
ら
世
に
隠
れ
た
る
を
顕
し
て
超
然
の
楽
み
を
な
す
。
往
年
、
釧
路
雲
泉

の
墓
を
修
し
。
或
は
良
寛
堂
建
立
に
奔
走
し
又
、
寛
師
の
遺
墨
集
を
編
み
、
又
、
以

で
徴
古
印
要
を
著
わ
し
、
ま
た
享
和
三
年
徴
古
画
伝
、
文
化
元
年
盛
世
翰
藪
（
平
安

集
の
み
）
を
出
版
し
た
。
他
に
東
皐
琴
譜
冊
定
な
ど
著
述
が
多
い
。
出
雲
崎
浄
玄
寺

に
葬
っ
た
が
墓
碑
は
失
わ
れ
て
い
る
。
（
佐
藤
吉
太
郎
五
適
先
生
杜
徴
伝
三
村

情
三
郎
五
適
先
生
杜
徴
伝
書
苑
一
ノ
十
）五
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ま
た
、
一
一
一
村
竹
清
は
、
「
五
適
先
生
杜
徴
伝
」
（
「
三
村
竹
清
集
』
五
、
青
裳
堂
書
店
、

九
八
三
年
）
の
「
徴
古
印
要
と
印
章
備
正
」
に
お
い
て
、
以
下
の
如
く
述
べ
る
。

「
富
鴻
」
文
化
十
年
の
平
安
人
物
志
蒙
刻
の
部
に
、
三
雲
倦
囎
な
ど
、
並
ぺ
て
、

富
鴻
字
公
範
号
益
斎
、
四
条
高
倉
西
と
見
え
て
ゐ
る
外
、
此
の
人
の
伝
が
分
ら
な
か

っ
た
処
、
大
正
五
年
五
月
新
潟
の
阪
本
君
か
ら
、
北
越
新
報
の
切
抜
を
送
ら
れ
た
。

其
れ
に
拠
る
と
、
山
田
寒
山
翁
が
北
越
漫
遊
中
、
中
村
卯
吉
老
人
に
聞
い
て
、
冨
鴻

か
ら
、
｜
概
に
は
断
ぜ
ら
れ
ぬ
が
、
先
づ
御
弟
子
と
見
て
も
よ
か
ら
う
。
そ
れ
に
は
、

松
葉
杜
公
、
有
翰
之
撰
、
及
平
安
集
成
、
徴
余
之
書
、
余
固
書
法
漬
々
、
剰
頃
肘
後

有
毒
腫
、
痛
牽
指
頭
、
執
七
寸
管
、
恰
若
持
十
斤
之
鉄
椎
、
欲
無
書
則
得
罪
於
杜
公
、

欲
強
書
則
遣
醜
於
大
方
、
遺
醜
与
得
罪
、
肥
痔
胸
中
、
欠
伸
苦
嘘
、
偶
得
一
絶
、
及

の
墓
を
掃
展
し
た
と
云
ふ
記
事
で
あ
る
。
富
取
氏
、
西
蒲
原
郡
地
蔵
堂
の
人
、
医
を

業
と
し
、
文
化
五
年
午
二
月
十
日
残
し
、
其
邑
日
蓮
宗
常
昌
寺
に
葬
る
、
法
号
清
山

院
宗
瀞
益
斎
居
士
と
い
ふ
。
五
月
十
日
に
其
喬
富
取
芳
谷
氏
等
と
追
福
会
を
営
み
、

印
章
傭
正
待
君
成
、
斯
道
従
之
天
下
行
、
｜
住
心
香
拝
墓
石
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
と

い
ふ
寒
山
翁
の
偶
が
載
っ
て
居
た
。
阪
本
君
の
話
に
は
此
の
冨
取
氏
は
画
人
富
取
芳

斎
の
家
だ
と
云
ふ
。
こ
、
に
文
化
五
年
午
と
あ
る
が
、
文
政
五
年
壬
午
の
植
字
違
で

は
な
い
か
。
文
化
五
は
午
で
は
な
い
。
扱
て
冨
鴻
の
在
京
し
た
文
化
十
年
は
、
五
適

は
却
て
出
雲
崎
に
居
た
。
盛
世
翰
藪
の
一
番
終
に
冨
鴻
の
書
が
載
っ
て
ゐ
る
。
書
も

流
石
に
、
五
適
に
似
て
ゐ
る
。
尤
も
書
は
時
代
を
示
す
も
の
で
、
明
治
大
正
で
も
宝

丹
渡
辺
弩
梧
竹
及
某
の
様
に
理
屈
は
つ
け
て
は
ゐ
る
が
怪
癖
な
書
を
作
っ
て
ゐ
る
。

五
適
の
頃
も
、
棋
園
星
陵
な
ど
の
書
が
、
ど
こ
か
に
徴
の
書
と
共
通
し
た
感
が
あ
る

か
ら
、
｜
概
に
は
断
ぜ
ら
れ
ぬ
が
、
先
づ
御
弟
子
と
見
て
も
よ
か
ら
う
。
そ
れ
に
は

松
葉
杜
公
、
有
翰
之
撰
、
及
平
安
集
成
、
徴
余
之
書
、
余
固
書
法
漬
々
、
剰
頃
肘
後

有
毒
腫
、
痛
牽
指
頭
、
執
七
寸
管
、
恰
若
持
十
斤
之
鉄
椎
、
欲
無
書
則
得
罪
於
杜
公

欲
強
書
則
遣
醜
於
大
方
、
遺
醜
与
得
罪
、
肥
清
胸
中
、
欠
伸
苦
嘘
、
偶
得
一
絶
、
及

南
伝
を
綴
り
、
又
今
、
五
適
伝
を
刊
行
せ
ら
る
皇
に
篤
志
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

恰
も
、
昭
和
十
年
十
一
月
十
三
日
で
あ
っ
た
、
耐
雪
翁
は
有
志
と
謀
っ
て
、
五
適

道
人
一
百
二
十
年
忌
法
会
を
厳
修
さ
る
、
に
当
り
、
道
人
と
同
じ
平
安
か
ら
主
賓
に

と
の
懲
通
黙
し
難
く
、
遂
に
私
は
不
肖
の
身
を
以
て
、
之
に
赴
い
て
其
の
盛
典
に
臨

み
、
講
演
を
も
試
み
、
且
つ
展
観
遺
墨
中
の
若
干
点
を
選
ん
で
撮
影
す
る
と
共
に
、

予
て
翁
の
此
著
の
為
に
序
文
と
装
頓
の
任
を
擴
つ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
其
後
荏
再
二

年
を
経
過
し
た
。
頃
者
、
既
に
内
容
印
刷
完
備
を
報
ぜ
ら
れ
た
。
乃
ち
噺
催
し
て
病

後
の
体
に
鞭
ち
倉
皇
旧
債
を
つ
く
な
ひ
、
翁
が
此
の
好
著
を
敬
祝
す
る
次
第
で
あ
る
。

昭
和
丁
丑
十
月
於
平
安
白
鷺
洲
洽
陽
草
盧
人
見
迫

と
同
著
と
筆
者
に
関
し
て
記
述
す
る
。

以
上
、
両
著
の
目
次
や
内
容
そ
し
て
諸
家
の
言
を
検
討
す
る
に
、
文
言
は
略
ぽ
同
一
で

あ
り
、
冨
益
斎
の
箸
と
は
言
い
が
た
い
。
’
一
一
村
竹
清
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
杜
徴
の
『
徴

古
印
要
』
が
富
益
斎
の
箸
と
誤
っ
て
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。

ま
た
、
『
寒
山
本
印
章
備
正
』
は
、
寒
山
所
蔵
の
写
本
そ
の
も
の
に
冨
益
斎
と
記
さ
れ
て

書
以
質
諸
杜
公
教
正
、
当
以
藻
華
伝
不
朽
、
特
噺
清
致
難
成
偶
、
縦
能
勒
得
徒
労

君
、
蔵
拙
幸
為
覆
甕
古
、
冨
鴻
と
あ
る
。
ど
う
し
て
徴
古
印
要
が
印
章
備
正
と
云
名

に
改
ま
り
、
著
者
名
が
富
鴻
に
な
っ
た
か
、
悪
意
に
解
釈
す
れ
ば
、
富
鴻
が
剰
窺
し

た
と
も
云
へ
る
が
、
ま
さ
か
そ
ん
な
事
も
あ
る
ま
い
。
富
鴻
が
師
説
を
伝
え
、
書
留

め
て
置
い
た
の
が
、
其
儘
富
鴻
の
箸
と
し
て
世
間
へ
伝
は
っ
た
の
か
も
知
れ
ぬ
。
又

或
は
御
弟
子
と
は
い
へ
、
所
詮
旦
那
弟
子
で
、
原
稿
を
買
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
。
い
づ

れ
に
し
て
も
褒
め
ら
れ
ぬ
事
で
富
鴻
に
は
気
の
毒
で
あ
る
。

ま
た
、

こ
れ
は
一
番
五
適
の
徴
古
印
要
が
宜
し
い
と
蒙
刻
家
の
評
で
あ
る
。
此
の
話
は
十

余
年
前
河
井
筌
魔
先
生
か
ら
も
承
っ
て
、
先
生
帳
中
の
秘
を
借
る
の
を
遠
慮
し
て
、

黒
川
家
蔵
本
を
拝
借
し
て
写
し
た
。
其
れ
は
常
陸
土
浦
真
鍋
村
小
林
寒
林
、
名
は
翠

字
士
幹
と
い
ふ
人
の
写
し
で
あ
っ
た
が
、
再
三
伝
写
き
れ
た
と
見
え
て
、
誤
字
と
覚

し
き
も
の
が
多
い
の
で
、
其
後
色
々
異
本
を
索
め
比
校
し
て
見
た
。
処
が
外
に
印
章

備
正
と
い
ふ
書
が
七
巻
、
こ
れ
も
写
本
で
伝
は
っ
て
ゐ
る
。
が
、
殆
ん
ど
徴
古
印
要

と
内
容
が
同
じ
で
、
北
越
益
斎
富
鴻
公
範
著
と
な
っ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
近
年
山
田
寒

山
翁
蔵
本
を
以
て
公
刊
し
た
。
な
ぜ
徴
古
印
要
を
採
ら
な
か
っ
た
か
、
或
は
こ
の
印

章
備
正
の
方
が
多
少
節
略
の
気
味
で
、
簡
便
で
あ
る
か
ら
採
っ
た
と
い
ふ
説
も
あ
れ

ど
、
剰
窺
で
は
無
い
か
と
い
ふ
疑
の
あ
る
も
の
を
、
公
刊
す
る
の
は
ひ
ど
い
と
言
ふ

の
で
、
大
正
四
年
二
月
鳶
魚
一
一
一
田
村
君
が
国
書
刊
行
会
の
雑
藝
叢
書
の
一
へ
収
め
て

刊
行
し
た
。
其
印
章
に
就
て
は
山
田
清
作
君
が
大
層
骨
を
折
っ
て
集
古
印
譜
に
拠
っ

て
校
正
せ
ら
れ
た
と
聞
い
て
ゐ
る
。
両
書
を
比
較
す
る
と
大
同
小
異
で
文
章
ま
で
同

じ
所
が
多
い
。
双
方
の
目
を
挙
げ
文
章
を
抄
出
す
る
の
で
あ
る
が
、
両
書
共
に
已
に

活
字
本
が
あ
る
以
上
煩
き
を
避
け
て
こ
、
で
は
載
せ
ぬ
。
唯
印
章
備
正
に
は
末
に
印

章
概
説
と
し
て
古
体
論
今
体
論
と
い
ふ
短
編
一
章
を
附
し
て
ゐ
る
が
、
察
山
本
に
は

こ
れ
が
欠
け
て
ゐ
た
と
見
え
て
、
公
刊
本
に
は
無
か
っ
た
と
恩
ふ
。

六
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を
所
持
し
て
お
り
、
補
正
校
勘
に
使
用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
き
れ
る
。
｝

は
、
筌
盧
の
補
正
校
勘
の
跡
を
辿
り
彼
の
印
学
の
学
識
の
確
か
ざ
を
見
て
み
た
い
。

山
田
寒
山
校
訂
本
『
印
章
備
正
』
の
基
と
な
っ
た
写
本
が
山
田
家
に
蔵
さ
れ
る
が
、
寒

山
が
凡
例
に
お
い
て
、
「
原
本
伝
写
精
ナ
ラ
ズ
且
脱
誤
頗
多
シ
可
成
原
文
ヲ
存
ス
ル
ニ
勉

メ
タ
リ
ト
錐
ソ
ノ
解
シ
難
キ
所
ハ
悉
夕
之
ヲ
改
霞
補
訂
セ
リ
」
ま
た
「
本
書
ノ
補
正
校
勘

二
就
キ
テ
ハ
丁
未
印
社
同
人
ノ
示
教
ニ
負
う
所
多
シ
舷
二
記
シ
テ
感
謝
ノ
意
ヲ
表
ス
」
と

述
べ
て
い
る
様
に
、
数
人
の
手
が
入
っ
て
い
る
。
校
勘
は
主
と
し
て
二
人
の
手
に
な
る
。

朱
筆
と
青
筆
に
よ
り
、
青
筆
は
そ
の
書
風
か
ら
河
井
筌
盧
の
手
に
な
る
こ
と
が
わ
か
る

（
図
３
）
。
朱
筆
は
、
五
世
濱
村
藏
六
か
岡
本
椿
虚
の
手
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
河

井
筌
蘆
の
蒙
刻
」
（
二
玄
社
、
’
九
七
八
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
古
銅
印
譜
ｌ
序
敬
ｌ
」

と
文
字
の
比
較
を
す
る
に
全
く
同
筆
で
あ
る
。
写
本
を
仔
細
に
見
る
と
、
ま
ず
朱
筆
に
よ

り
補
正
校
勘
が
な
ぎ
れ
、
後
青
筆
に
よ
る
補
正
校
勘
が
な
き
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

筌
盧
の
補
正
は
全
篇
に
一
旦
る
が
、
訓
読
の
正
誤
、
文
言
の
追
加
や
入
れ
替
え
な
ど
、
実
に

精
査
な
も
の
で
あ
る
。
筌
盧
は
山
田
寒
山
の
『
印
章
備
正
』
写
本
と
は
別
に
同
著
の
写
本

を
所
持
し
て
お
り
、
補
正
校
勘
に
使
用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
き
れ
る
。
こ
こ
で

山
田
家
蔵
『
印
章
備
正
』
写
本
第
一
冊
の
頭
注
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
頭
注
が
施
さ
れ

て
い
る
の
は
第
一
冊
の
み
で
あ
る
。

い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
著
者
を
冨
益
斎
と
し
た
こ
と
に
他
意
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

・
十
六
丁

・
十
五
丁

十十九九五
四一丁丁丁
丁丁

３
『
印
章
備
正
写
本
」
の
校
勘

按
秦
有
八
体
漢
有
六
書
（
鉛
筆
に
よ
る
）

按
漢
摸
印
蒙
謂
之
樛
蒙
（
以
下
は
青
筆
に
よ
る
）

按
八
当
作
六

以
下
七
行
削
ル
ベ
シ

按
摸
印
蒙
ノ
書
樛
蒙
分
韻
漢
印
分
韻
両
書
ア
リ
六
書
通
二
優
ル
コ
ト

万
々

蘭
台
曰
按
古
糟
文
ハ
一
一
一
代
通
用
ノ
文
字
ナ
リ
猶
今
日
二
於
ケ
ル
槽
行
書
ノ

如
シ
当
時
ニ
ア
リ
テ
ハ
何
ノ
読
難
キ
コ
ト
ァ
ラ
ン

按
無
上
当
有
学
字

早
稲
田
大
学
会
津
八
一
記
念
博
物
館
は
平
成
十
年
二
九
九
八
年
）
に
開
館
し
た
。
そ

れ
ま
で
は
、
会
津
八
一
が
生
前
私
財
を
投
じ
て
蒐
集
し
た
東
洋
文
物
に
関
す
る
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
は
、
早
稲
田
大
学
の
「
会
津
博
士
紀
念
東
洋
美
術
陳
列
室
」
に
収
蔵
き
れ
て
き
た
。

古
代
中
国
の
明
器
・
青
銅
器
・
仏
像
・
貨
幣
・
陶
器
・
瓦
甑
・
拓
本
な
ど
を
中
心
に
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
は
数
千
点
に
及
ん
で
い
る
。

ま
た
八
一
は
蔵
書
を
昭
和
二
十
年
四
月
の
大
空
襲
で
家
屋
と
と
も
に
す
べ
て
を
失
っ
た

が
、
新
潟
に
移
り
住
ん
で
か
ら
の
晩
年
の
十
年
、
精
力
的
に
蒐
集
し
、
総
数
五
千
余
巻
に

及
ぶ
も
の
と
な
っ
た
。
金
石
文
・
拓
本
類
も
数
多
く
含
ん
で
い
る
。
彼
の
蒐
集
で
重
要
な

点
は
、
同
種
の
も
の
を
数
種
類
集
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
八
一
は
そ
れ
ら
を
比

較
検
討
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
蒐
集
を
単
な
る
骨
董
趣
味
的
な
も
の
と
せ
ず
、
学
究
的
態

度
に
よ
っ
た
。
こ
の
事
は
研
究
に
お
け
る
「
実
物
主
義
」
「
本
物
主
義
」
ヘ
の
志
向
と
も

と
れ
よ
う
。
八
一
没
後
、
遺
族
に
よ
り
全
て
が
早
稲
田
大
学
に
寄
贈
き
れ
「
会
津
文
庫
」

と
な
っ
て
い
る
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
で
は
、
八
一
旧
蔵
書
を
整
理
し
『
会
津
文
庫
目

河
井
筌
濾
は
印
学
の
泰
斗
と
目
さ
れ
て
お
り
、
学
問
の
深
さ
を
指
摘
き
れ
る
が
殆
ど
著

述
公
刊
さ
れ
た
も
の
は
な
く
、
こ
の
『
印
章
備
正
』
へ
の
補
正
は
貴
重
な
も
の
と
言
え
よ

う
。
彼
の
印
学
の
学
識
の
一
端
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
、
文
一
一
一
一
口
の
追
加
や
補
正
の
例
を
紹
介
し
た
い
。

。
第
一
冊
七
丁
六
行

大
二
古
制
二
復
シ
↓
大
方
ヲ
唱
へ
テ
古
制
二
復
シ
↓
大
二
復
古
ヲ
唱
へ

．
第
一
冊
十
四
丁
四
行

模
印
蒙
ノ
他
ハ
印
用
ニ
ア
ラ
ズ

・
第
二
冊
五
丁
七
行

ヲ
テ
ラ
シ
ァ
ラ
ワ
ス
↓
ヲ
照
シ
、
名
ハ
家
世
ヲ
顕
ス

・
第
三
冊
六
丁
三
行

二
つ
名
字
ト
キ
ス
（
写
本
）
↓
二
つ
名
字
ト
記
ス
ル
（
朱
筆
に
よ
る
）
↓
名
印
ト
字

印
ト
ニ
ッ
捺
ス
（
青
筆
に
よ
る
）
↓
蓋
シ
名
印
ト
字
印
卜
捺
ス
時
二
（
『
寒
山
本
印

章
備
正
』
）

４
会
津
八
一
『
印
章
備
正
」
考

七
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彼
の
『
印
章
備
正
』
へ
の
書
き
入
れ
を
辿
っ
て
み
た
い
（
図
４
）
。

同
館
所
蔵
の
『
印
章
備
正
』
は
、
｜
峡
二
冊
（
縦
十
八
・
七
×
横
十
一
一
・
六
セ
ン
チ
）

か
ら
な
り
、
｜
冊
は
巻
一
～
巻
四
（
一
四
八
丁
）
、
｜
｜
冊
は
巻
五
～
巻
七
二
○
六
丁
と

奥
付
け
）
で
、
峡
に
「
印
章
備
正
」
と
八
一
の
墨
書
が
あ
る
。

録
』
と
し
て
、
昭
和
三
七
年
に
発
刊
し
た
。

同
文
庫
に
は
、
印
譜
・
印
籍
が
約
四
十
冊
含
ま
れ
て
い
る
。
今
回
、
そ
の
す
べ
て
を
調

査
し
た
。
中
に
、
富
益
斎
の
箸
『
印
章
備
正
」
を
山
田
寒
山
が
校
訂
刊
行
し
た
も
の
が
含

ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
は
八
一
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。
八
一
は
「
蒙
刻
に
つ
い
て
」
（
長

島
健
編
『
会
津
八
一
書
論
集
」
二
玄
社
、
一
九
六
七
年
）
で
、
こ
れ
に
関
し
て
辛
辣
な
評

価
を
し
て
い
る
。

第
一
冊

・
巻
一
表
紙
裏
（
朱
書
）

此
書
初
印
の
時
た
ま
ノ
ー
寒
山
寺
を
訪
ひ
て
一
本
を
も
と
め
た
る
こ
と
あ
り
今
新

潟
の
巷
間
に
こ
れ
を
も
と
め
て
再
読
す
僻
説
あ
る
と
筌
盧
が
云
ふ
が
如
し

・
巻
一
三
丁
表
（
朱
書
）
頭
注

世
代
と
と
も
に
書
風
画
風
変
遷
す
ひ
と
り
印
の
み
変
す
べ
か
ら
ず
と
す
る
は
随
見

山
田
寒
山
の
栫
へ
た
『
印
章
備
正
」
と
い
ふ
本
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
私
は
廿

歳
の
貰
っ
て
見
て
を
つ
た
が
、
そ
の
本
の
序
文
に
河
井
筌
濾
君
が
僻
説
で
あ
る
と
い

ふ
こ
と
を
書
い
て
を
り
ま
す
。
河
井
君
の
い
ふ
や
う
に
僻
説
で
あ
る
、
｜
寸
や
そ
っ

と
で
な
い
、
本
一
冊
自
分
の
寸
法
で
書
い
て
ゐ
る
や
う
な
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
い
つ

て
ゐ
る
こ
と
は
正
し
い
の
で
す
。
目
の
前
は
正
し
い
の
で
す
が
、
大
体
日
本
人
が
そ

ん
な
議
論
を
す
べ
き
で
あ
る
か
と
い
ふ
こ
と
を
省
み
る
と
い
ふ
と
、
ど
う
も
窮
屈
千

万
で
あ
り
ま
す
。
（
中
略
）

処
が
ざ
う
せ
ざ
う
せ
と
い
ふ
こ
と
を
『
印
章
備
正
』
は
何
十
頁
に
亘
っ
て
そ
の
こ

と
許
り
い
っ
て
ゐ
る
。
実
に
つ
ま
ら
な
い
も
の
で
す
。
『
印
章
備
正
』
と
い
ふ
本
が

つ
ま
ら
な
い
と
い
ふ
の
で
は
な
い
の
で
す
。
こ
れ
は
支
那
人
に
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

な
り

丁
亥
二
月
六
曰

諸
家
に
よ
る
『
印
章
備
正
』
考
を
取
り
上
げ
、
同
著
の
日
本
印
学
史
上
の
位
置
づ
け
を

行
う
。 こ
れ
か
ら
理
解
で
き
る
こ
と
は
、
八
一
は
、
『
印
章
備
正
』
を
評
す
る
に
あ
た
り
、
丁

寧
に
そ
の
全
文
に
目
を
通
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
彼
の
蒙
刻
論
は
空
論
で
は
な

く
、
現
物
主
義
に
立
脚
し
て
お
り
文
献
に
基
づ
い
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
実
に
史
観
が

し
っ
か
り
し
て
お
り
、
こ
れ
は
八
一
の
蒙
刻
観
を
探
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
。

第
二
冊

・
巻
五
一
丁
表
頭
注

先
ヅ
先
世
ノ
成
規
ヲ
知
ル
ベ
シ
然
ル
後
二
後
代
ノ
流
風
ハ
必
ズ
シ
モ
先
世
ノ
成
規

ヲ
墨
守
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ヲ
悟
ル
ベ
シ

・
巻
五
十
二
丁
裏
頭
注

当
時
の
人
玉
を
だ
に
識
ら
ざ
り
し
こ
と
こ
れ
に
て
明
か
な
り
世
を
隔
つ
る
の
お
も

ひ
あ
り

・
巻
七
十
六
丁
裏
頭
注

秦
漢
に
吉
語
の
印
あ
り
詩
句
と
は
称
し
が
た
き
も
ま
た
相
通
し
後
人
の
為
す
と
こ

ろ
を
以
て
す
べ
て
古
制
に
あ
ら
ず
と
し
て
排
す
る
は
随
な
り

巻

八

・
巻
一
五
丁
表
（
朱
書
）
頭
注

著
者
は
摸
印
蒙
以
前
に
印
あ
り
し
を
知
ら
ず

・
巻
一
五
丁
裏
（
朱
書
）
頭
注

法
ト
ハ
法
則
ニ
ア
ラ
ズ
一
様
相
ト
イ
フ
コ
ト
ナ
リ

・
巻
二
一
丁
裏
（
青
色
）
頭
注

四
諸
家
に
よ
る
『
印
章
備
正
」
者
と
、
そ
れ
の
曰
本
印
学
史
上
の
位
置
づ
け

二
一
丁
裏
（
青
色
）
頭
注

日
本
一
一
ハ
ー
字
の
姓
一
宇
の
名
な
る
も
の
極
め
て
少
し

強
て
彼
土
の
風
に
従
ふ
は
随
な
り

二
四
丁
表
（
青
色
）
頭
注

彼
土
ノ
人
一
宇
ノ
姓
多
キ
ガ
故
ニ
コ
ノ
体
ヲ
生
ジ
タ
ル
ナ
リ
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と
、
寒
山
の
刊
行
を
辛
辣
に
批
判
す
る
。

’
一
一
村
竹
清
は
、
『
五
適
先
生
杜
徴
伝
二
」
（
『
三
村
竹
清
集
』
五
、
前
掲
）
に
お
い
て
、

ま
ず
、
三
田
村
鳶
魚
は
『
雑
芸
叢
書
』
第
一
「
例
一
一
一
一
口
徴
古
印
要
七
巻
」
（
国
書
刊
行

会
、
’
九
一
五
年
）
に
お
い
て
、

簔
日
公
刊
せ
ら
れ
し
印
章
備
正
は
、
徴
古
印
要
を
最
も
拙
く
節
略
せ
し
も
の
也
、
著

者
富
鴻
は
平
安
人
物
志
に
北
越
富
鴻
、
字
公
範
、
号
益
斎
、
京
四
條
高
倉
西
と
あ
り
、

越
後
の
人
な
る
は
知
れ
た
れ
ど
、
富
は
富
田
か
富
塚
か
、
何
の
姓
を
修
せ
し
か
明
な
ら

ず
、
釈
徴
の
印
譜
に
富
鴻
の
印
あ
り
、
印
要
に
釈
徴
が
越
後
に
遊
び
し
事
あ
れ
ば
、
其

の
際
の
門
人
な
ら
ん
と
暹
臆
せ
ら
れ
ざ
る
に
も
あ
ら
ず
、
富
鴻
が
釈
徴
の
門
人
な
り
や

否
を
強
弁
せ
ず
も
あ
れ
、
他
の
著
書
を
節
取
抄
略
し
て
、
窓
に
自
己
の
名
を
署
せ
る
は

一
一
一
一
口
語
道
断
の
沙
汰
な
り
。

き
て
徴
古
印
要
は
伝
本
頗
る
竿
な
る
の
み
な
ら
ず
、
幾
度
か
伝
写
せ
ら
れ
て
誤
脱
甚

だ
し
く
、
殆
ど
読
む
に
難
め
る
も
の
あ
り
、
三
村
竹
清
氏
夙
に
鉄
筆
の
技
を
嗜
み
、
屋

鳥
の
愛
は
本
書
に
及
び
、
校
勘
鑑
定
す
る
こ
と
多
年
、
梢
々
完
壁
を
称
す
べ
き
を
見
る
。

今
次
特
に
そ
の
本
を
請
求
し
、
印
影
は
徴
古
印
譜
に
質
し
、
穎
々
に
就
正
す
る
を
得
た

れ
ば
、
難
筧
の
写
本
を
力
索
せ
ん
よ
り
も
、
這
の
刊
本
の
善
美
に
し
て
易
得
な
る
が
勝

れ
る
を
誇
負
す
べ
し
。
蒙
刻
と
い
ふ
事
は
黄
檗
僧
渡
来
の
後
に
発
起
し
、
宝
永
の
頃
、

長
崎
の
儒
雅
が
競
っ
て
之
を
試
み
し
よ
り
、
陸
続
と
し
て
文
人
墨
客
の
戯
鉄
盛
に
、
高

芙
蓉
漸
く
印
人
纈
門
の
魁
た
り
、
延
い
て
方
今
に
至
る
も
古
態
全
く
浪
ぴ
ず
、
筈
技
印

人
以
外
、
素
嗜
を
好
尚
に
せ
る
者
勘
か
ら
ず
。

富
取
益
斎
は
、
文
化
十
年
の
平
安
人
物
志
、
蒙
刻
の
部
に
三
雲
僧
嚥
な
ど
に
並
ん

で
、
富
鴻
、
字
公
範
、
号
益
斎
、
四
条
高
倉
西
と
見
え
て
ゐ
る
外
、
此
人
の
伝
が
分

ら
な
か
っ
た
所
、
大
正
五
年
五
月
新
潟
の
阪
本
香
連
君
か
ら
、
北
越
新
報
の
切
抜
を

送
ら
れ
た
。
そ
れ
に
拠
る
と
、
山
田
寒
山
翁
が
北
越
漫
遊
中
、
中
村
卯
吉
老
人
に
聞

い
て
、
益
斎
の
墓
を
掃
展
し
た
と
い
ふ
記
事
で
、
益
斎
は
西
蒲
原
郡
地
蔵
堂
の
人
、

本
業
は
医
、
文
化
五
年
午
二
月
十
日
に
残
し
、
同
所
の
日
蓮
宗
常
昌
寺
に
葬
り
、
法

大
正
四
年
二
月

鳶
魚
学
究
割

外
、
此
人
の
伝
が
分

北
越
新
報
の
切
抜
を

中
村
卯
吉
老
人
に
聞

法

吉
木
文
平
の
「
印
章
綜
説
』
（
技
報
堂
、
’
九
七
一
年
）
の
「
印
章
と
文
献
」
に
、

の
画
家
富
取
芳
斎
も
益
斎
と
同
族
で
あ
る
と
、
阪
本
君
は
書
添
へ
ら
れ
た
。
但
こ
、

に
文
化
五
年
午
と
あ
る
の
は
、
明
か
に
文
政
五
年
壬
午
の
誤
植
で
あ
る
。
文
化
五
年

は
午
で
は
な
い
。
又
寒
山
翁
の
偏
に
あ
る
印
章
備
正
と
い
ふ
の
は
、
益
斎
の
著
書
と

な
っ
て
ゐ
る
も
の
で
、
従
来
写
本
で
行
は
れ
て
ゐ
た
の
を
、
寒
山
翁
が
刊
行
さ
れ
た
。

併
し
其
内
容
は
殆
ど
五
適
の
徴
古
印
要
で
、
或
は
益
斎
が
師
説
を
書
留
め
て
置
い
た

の
が
、
其
儘
益
斎
の
箸
と
し
て
、
世
に
伝
は
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

と
弁
護
す
る
。

と
あ
る
。

富
益
斎
著
、
山
田
寒
山
校
「
印
章
備
正
」
二
冊
大
正
二
年
刊

著
者
富
益
斎
は
名
を
鴻
、
字
を
公
範
と
い
い
、
益
斎
と
号
し
た
。
越
後
の
人
で
、

京
都
に
住
み
医
を
本
業
と
し
、
文
政
五
年
（
’
八
一
三
）
に
残
し
た
印
人
で
あ
る
。

江
戸
後
期
に
は
蒙
刻
は
隆
昌
を
極
め
、
門
下
の
子
弟
に
刀
法
を
伝
授
し
、
そ
の
か

た
わ
ら
印
説
を
講
じ
た
篤
学
の
印
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
益
斎
も
そ
の
一
人
で

あ
っ
た
。
彼
は
自
ら
先
人
の
印
論
を
編
集
し
た
「
印
章
備
正
」
を
門
弟
に
講
じ
た
が
、

入
門
の
士
で
な
け
れ
ば
そ
の
謄
写
を
許
ざ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
こ
の
稿
本
を
入
手
し

た
山
田
寒
山
（
’
八
五
六
’
’
九
一
八
）
は
、
こ
れ
を
印
家
の
翰
略
と
し
て
所
蔵
し

て
い
た
が
、
こ
の
ま
ま
秘
籍
と
す
る
に
忍
び
ず
、
自
ら
増
補
校
訂
し
て
大
正
二
年
公

に
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

さ
て
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
出
版
き
れ
た
印
史
印
説
に
関
す
る
刊

本
の
ほ
と
ん
ど
は
、
中
国
の
原
本
の
覆
刻
本
か
、
ざ
も
な
け
れ
ば
そ
の
解
説
書
で

あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
文
献
で
ひ
と
し
く
説
か
れ
て
い
る
秦
漢
印
章
へ
の
復
古

論
は
、
わ
が
国
印
人
に
日
本
古
印
の
認
識
を
新
た
に
き
せ
、
折
か
ら
考
証
考
古
の
学

問
も
盛
ん
と
な
っ
た
江
戸
中
期
か
ら
は
、
日
本
古
印
の
本
格
的
研
究
も
起
こ
っ
た
。

こ
の
風
潮
は
や
が
て
わ
が
国
独
自
の
印
史
印
論
の
編
著
を
促
が
す
こ
と
と
な
っ
た
。

号
清
山
院
宗
瀧
益
斎
居
士
と
い
ふ
。
大
正
五
年
五
月
十
日
に
、
寒
山
翁
は
其
喬
富
取

芳
谷
氏
等
と
追
福
会
を
営
み
、
印
章
備
正
侍
君
成
、
斯
道
従
之
天
下
行
、
｜
住
心
香

拝
墓
石
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
い
ふ
翁
の
偶
が
載
っ
て
ゐ
た
。
そ
れ
で
名
高
い
越
後

九
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と
指
摘
し
、
更
に
、

中
田
勇
次
郎
は
、
「
日
本
蒙
刻
史
」
Ｓ
日
本
の
蒙
刻
」
前
掲
）
に
お
い
て
、

初
期
江
戸
派
以
来
、
明
末
清
初
の
卑
俗
な
装
飾
趣
味
に
陥
っ
た
蒙
刻
の
風
は
、
蒙

文
の
字
典
や
蒙
刻
の
専
門
書
の
刊
行
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
次
第
に
正
し
い
蒙
刻
の
道

に
方
向
づ
け
ら
れ
て
ゆ
き
、
や
が
て
高
芙
蓉
一
派
の
人
々
の
尚
古
主
義
に
よ
っ
て
、

秦
漢
の
古
印
を
宗
と
す
る
古
体
の
風
が
起
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
間
の
事
情
を

も
っ
と
も
よ
く
説
明
し
て
い
る
の
は
、
高
芙
蓉
の
門
下
に
出
た
杜
徴
の
あ
ら
わ
し
た

徴
古
印
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
天
明
二
年
（
’
七
八
二
）
の
自
序
が
あ
り
、
芙
蓉
山

房
補
と
あ
る
の
で
、
あ
る
い
は
高
芙
蓉
が
手
を
加
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
要

旨
は
「
秦
漢
魏
晋
は
印
の
正
な
り
、
六
朝
に
至
っ
て
印
の
変
あ
り
。
唐
宋
以
降
は
印

の
偽
な
り
。
故
に
秦
漢
魏
晋
、
是
れ
を
古
体
と
す
。
印
の
正
制
な
り
、
唐
以
下
を
今

体
と
す
。
印
の
偽
制
な
り
云
々
」
と
い
い
、
印
章
の
制
は
秦
漢
を
正
制
と
し
、
唐
以

下
は
偽
制
で
あ
っ
て
取
る
に
足
ら
な
い
と
し
た
。
か
れ
は
元
の
吾
丘
桁
の
学
古
編
や

明
の
甘
暘
の
印
正
附
説
や
清
の
朱
象
賢
の
印
典
の
説
に
基
づ
い
て
、
明
代
の
変
制
を

承
け
た
初
期
江
戸
派
以
来
の
弊
風
を
矯
正
す
べ
き
こ
と
を
し
き
り
に
説
い
て
い
る
。

か
れ
は
ま
た
古
体
派
は
正
制
で
あ
り
、
今
体
派
は
変
制
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
が
、

今
体
を
排
除
す
る
の
で
は
な
く
、
元
明
の
印
論
の
復
古
主
義
に
依
っ
て
、
時
流
の
習

気
に
蔽
わ
れ
た
今
体
の
弊
風
を
正
制
に
改
め
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
印
制
、

印
式
、
印
文
等
に
つ
い
て
も
、
古
印
に
本
づ
い
た
正
し
い
法
式
を
詳
細
に
論
じ
て
い

さ
て
、
明
清
の
卑
俗
な
装
飾
趣
味
に
陥
っ
た
蒙
刻
の
風
は
、
上
に
述
べ
た
よ
う
な

正
し
い
蒙
刻
の
研
究
の
も
と
に
次
第
に
改
め
ら
れ
て
ゆ
き
、
や
が
て
高
芙
蓉
一
派
の

人
々
の
復
古
主
義
に
よ
っ
て
、
秦
漢
の
古
印
を
主
と
す
る
古
体
の
風
が
起
っ
て
く
る

の
で
あ
る
が
、
こ
の
間
の
変
遷
を
も
っ
と
も
よ
く
説
明
し
て
い
る
の
は
、
高
芙
蓉
門

下
に
出
た
杜
徴
の
あ
ら
わ
し
た
徴
古
印
要
（
雑
芸
叢
書
第
一
輯
）
で
あ
る
。
杜
徴

（
一
七
四
八
’
’
八
一
六
）
、
字
は
徴
公
と
い
い
、
松
葉
と
号
し
、
ま
た
華
亭
道
人
と

号
し
た
。
京
都
の
人
。
こ
の
本
は
標
題
の
下
に
、
華
亭
釈
徴
撰
、
芙
蓉
山
房
補
と
あ

り
、
高
芙
蓉
が
手
を
加
え
た
も
の
と
見
え
る
。

本
稿
で
取
上
げ
た
明
治
の
蒙
刻
家
山
田
寒
山
の
業
績
は
多
種
多
様
で
あ
る
。
中
で
も
印

学
の
啓
蒙
は
重
要
で
あ
る
。
『
印
章
備
正
」
の
校
訂
刊
行
に
お
い
て
、
斯
学
の
発
展
に
寄

与
し
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
本
稿
で
紹
介
し
た
山
田
家
蔵
「
印
章
備
正
写
本
」
（
六
冊
）

は
、
公
刊
本
の
元
と
な
っ
た
も
の
で
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
校
訂
に
あ
た
っ
た
丁
未
印
社

同
人
達
、
中
で
も
河
井
筌
濾
の
補
正
校
勘
の
内
容
か
ら
、
彼
の
印
学
に
対
す
る
見
識
が
理

解
で
き
た
。
こ
れ
は
明
治
当
時
の
印
学
の
一
つ
の
水
準
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
会
津
八
一
に
よ
る
早
稲
田
大
学
会
津
文
庫
収
蔵
の
会
津
八
一
旧
蔵
の
『
印
章
備

正
』
へ
の
書
き
入
れ
か
ら
、
彼
は
印
学
に
詳
し
く
、
何
よ
り
も
印
へ
の
愛
着
が
み
て
と
れ
、

八
一
の
書
学
に
お
け
る
印
学
の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

今
後
は
、
『
印
章
備
正
』
と
杜
徴
の
『
徴
古
印
要
』
七
巻
と
の
関
係
を
よ
り
精
査
す
る

と
と
も
に
、
甘
暘
の
「
印
正
附
説
」
と
の
関
連
を
調
査
し
、
こ
れ
に
根
本
が
あ
る
と
指
摘

き
れ
る
高
芙
蓉
派
の
印
学
に
つ
い
て
考
究
し
た
い
。
現
段
階
で
は
、
清
初
の
朱
象
賢
の

「
印
曲
」
八
巻
を
根
本
と
し
、
こ
れ
ら
は
、
系
統
的
な
も
の
で
あ
り
、
杜
徴
の
「
徴
古
印

要
』
に
当
時
と
し
て
の
印
学
の
大
系
化
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
と
の
提
起
に
止
め
た

い
。 山
田
寒
山
が
刊
行
し
た
「
印
章
備
正
」
の
内
容
を
見
る
に
、
確
か
に
関
係
を
指
摘
さ
れ

る
杜
徴
の
『
徴
古
印
要
」
七
巻
と
類
似
し
て
い
る
。
た
だ
そ
れ
と
は
別
に
、
寒
山
が
同
書

を
刊
行
し
斯
学
に
啓
蒙
し
た
事
は
評
価
で
き
る
。
甘
暘
の
「
印
正
附
説
」
と
の
関
連
、
こ

れ
に
根
本
が
あ
る
と
指
摘
き
れ
る
高
芙
蓉
派
の
印
学
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
も
、
芙
蓉
派

の
印
学
の
基
本
著
書
と
い
え
る
も
の
で
、
公
刊
の
意
義
は
大
き
い
。
更
に
清
初
の
朱
象
賢

の
『
印
典
』
八
巻
を
根
本
と
し
、
こ
れ
ら
は
、
系
統
的
な
も
の
で
あ
り
、
杜
徴
の
『
徴
古

印
要
』
に
当
時
と
し
て
の
印
学
の
大
系
化
き
れ
た
も
の
を
み
る
こ
と
が
で
き
、
印
学
の
水

準
を
上
げ
た
業
績
と
し
て
評
価
し
た
い
。

と
の
位
置
づ
け
を
す
る
。

る
。
こ
の
書
に
よ
っ
て
高
芙
蓉
一
派
の
古
体
派
の
理
論
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
ほ
か
高
芙
蓉
門
下
の
曾
之
唯
の
印
籍
考
に
は
古
今
の
印
譜
の
優
劣
上
下
を
品

評
し
て
、
こ
れ
も
ま
た
よ
く
古
体
派
の
論
拠
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

五
結

－一

○
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以
上
、
本
稿
で
は
、
山
田
寒
山
の
印
学
面
で
の
業
績
を
、
口
頭
発
表
以
後
の
新
知
見
を

加
え
考
述
す
る
と
と
も
に
、
『
印
章
備
正
』
に
纏
わ
る
事
柄
を
精
査
、
新
資
料
を
紹
介
し
、

日
本
印
学
史
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
。

（
１
）
中
井
敬
所
の
『
印
人
伝
」
は
、
わ
が
国
の
印
人
伝
に
お
け
る
唯
一
の
専
著
と
言
え
る
も
の
で
、
好

著
で
あ
る
。
印
人
伝
に
は
、
こ
れ
以
外
に
、
中
野
三
敏
氏
所
蔵
本
と
家
蔵
本
な
ど
が
あ
る
。
前
著

は
、
表
紙
に
「
印
人
録
」
と
墨
書
の
題
叢
が
あ
る
。
著
者
は
不
詳
。
本
来
二
冊
の
も
の
を
、
一
冊

に
改
装
し
て
い
る
。
十
六
・
四
×
十
一
・
七
セ
ン
チ
。
二
冊
本
だ
が
、
一
冊
は
二
一
一
一
丁
、
一
冊
は

十
二
丁
。
人
名
と
略
伝
を
簡
潔
に
記
す
。

氏
の
ご
好
意
で
ご
所
蔵
本
の
印
籍
・
印
譜
を
拝
借
、
調
査
さ
せ
て
頂
い
た
。
こ
こ
に
、
印
籍
に
関

る
貴
重
本
を
紹
介
す
る
。

（
２
）
筆
者
は
「
会
津
八
一
の
印
学
（
上
）
」
Ｓ
修
美
」
、
四
三
号
、
修
美
社
、
’
九
九
三
年
）
に
お
い
て
、

早
稲
田
大
学
会
津
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
る
道
人
旧
蔵
の
印
譜
・
印
籍
の
紹
介
を
し
た
が
、
二
○
○
五

年
九
月
に
再
度
詳
細
に
調
査
を
し
た
。

〆￣へ

３
、－〆

グー、

注
、-〆

山
田
家
に
寒
山
関
連
の
新
聞
記
事
の
切
り
抜
き
を
貼
り
込
ん
だ
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
が
所
蔵
さ
れ

る
。
同
資
料
は
平
成
十
五
年
度
全
国
大
学
書
道
学
会
徳
島
大
会
に
お
い
て
紹
介
し
そ
の
価
値
を
論

じ
た
。
ま
た
、
『
国
語
国
文
研
究
と
教
育
」
第
四
十
三
号
（
熊
本
大
学
教
育
学
部
国
文
学
会
、
二

○
○
六
年
二
月
）
に
お
い
て
「
日
本
印
人
研
究
Ｉ
明
治
・
大
正
期
新
聞
資
料
に
お
け
る
山
田
寒
山

関
連
記
事
見
出
し
一
覧
稿
」
と
題
し
、
見
出
し
一
覧
の
索
引
を
作
成
し
、
よ
り
詳
細
に
論
じ
た
。

こ
れ
は
寒
山
研
究
に
と
っ
て
一
級
の
資
料
で
あ
る
事
は
い
う
に
及
ば
ず
、
当
時
の
芸
壇
の
事
蹟
を

知
る
上
で
欠
く
こ
と
が
出
来
な
い
。
こ
れ
を
読
む
に
彼
の
生
涯
、
芸
術
観
、
芸
苑
で
の
逸
話
な
ど

が
掲
載
さ
れ
て
お
り
興
味
は
尽
き
な
い
。
こ
れ
か
ら
寒
山
の
伝
記
、
芸
術
（
詩
、
書
、
画
、
蒙
刻
、

陶
芸
）
ま
た
当
時
の
芸
壇
、
印
壇
の
様
子
な
ど
が
窺
え
る
。

｜
、
「
小
俣
（
畑
）
栗
斎
一
家
言
』
一
冊
、
全
一
冊
、
’
’
’
一
一
丁
、
二
一
一
一
・
一
×
一
六
・
○
セ
ン
チ
、

天
保
甲
午
四
月
、
門
人
行
栗
久
野
永
抗
秘
之
一
、
明
治
十
七
年
二
月
十
日
香
雲
松
木
偉

彦
写
之
。

「
『
彫
印
運
刀
法
』
殿
村
亜
岱
撰
、
小
本
一
冊
、
十
五
丁
、
十
八
・
九
×
十
一
・
二
セ
ン
チ
、

安
永
七
戊
戊
歳
九
月
吉
日
、
平
安
書
林
。

一
、
『
甘
氏
印
正
」
甘
暘
箸
、
大
本
一
冊
、
写
本
、
二
七
丁
、
十
六
・
九
×
十
二
・
一
セ
ン
チ
、

宝
暦
歳
次
癸
未
孟
夏
、
平
安
書
騨
林
伊
兵
衛
発
行
。

一
、
『
印
籍
考
』
曽
之
唯
編
、
全
一
冊
、
二
六
丁
、
二
二
・
七
×
十
五
・
六
セ
ン
チ
、
享
和
紀
元

辛
酉
秋
九
月
、
大
阪
書
騨
寿
梓
。
（
山
崎
闇
斎
・
黙
斎
蔵
本
）
。

本
研
究
は
、
平
成
二
一
一
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
「
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題
番
号
２
１
５

２
０
１
４
４
」
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

（
４
）
中
野
氏
収
蔵
本
『
印
章
備
正
乾
』
に
、
小
俣
蝋
庵
の
識
語
が
見
ら
れ
、
同
本
に
「
富
益
斎
の
述
べ

た
も
の
で
あ
り
、
初
学
の
者
に
と
っ
て
有
用
だ
」
と
記
す
。
ま
た
『
印
章
傭
正
坤
』
に
は
、
福
井

端
隠
が
「
天
保
四
年
九
月
、
久
野
政
永
よ
り
同
本
を
購
得
し
た
」
と
記
す
。

高
芙
蓉
を
祖
と
す
る
芙
蓉
派
の
一
系
譜
に
、
源
惟
良
、
小
俣
蠣
庵
、
福
井
端
隠
、
山
田
寒
山
、
山

田
正
平
等
が
あ
る
。
都
立
中
央
図
書
館
（
加
賀
文
庫
）
に
邦
人
印
譜
を
蔵
す
る
が
、
『
蟆
庵
印
譜
』

二
秩
二
冊
）
に
、
寒
山
の
刻
風
に
極
め
て
類
似
す
る
印
が
あ
る
。
字
形
と
線
質
が
近
似
し
て
い

る
。
ま
た
三
重
県
立
図
書
館
に
収
蔵
す
る
『
彫
虫
館
印
譜
上
・
中
・
下
」
（
宝
暦
六
年
刊
）
、
『
福

井
端
隠
先
生
印
譜
』
（
十
一
丁
、
折
本
、
刊
行
年
等
不
詳
）
の
刻
風
か
ら
も
同
派
の
継
承
が
分
か

る
。

こ
れ
ら
、
印
譜
の
刻
風
を
見
る
に
、
寒
山
の
談
話
記
事
「
鉄
筆
閑
話
」
（
山
田
家
蔵
新
聞
フ
ァ
イ

ル
）
で
、
「
芙
蓉
派
と
申
し
ま
せ
ば
、
高
芙
蓉
ｌ
源
惟
良
ｌ
小
俣
蠣
庵
ｌ
福
井
端
隠
と
伝
ひ
、
私

ま
で
国
五
世
で
す
。
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
が
実
証
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
別
稿
で
論
じ
る
。
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